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評価項目 記入欄(各評価項目150字内)

1 公益性に関して

現在、社会問題となっている子どもの貧困
は、各家庭の頑張りや行政だけでは脱する
ことが出来ない課題であり、地域社会全体
で考えるべきものである。

2 共感性に関して

子どもの貧困への取り組みは、資金面や人
材面等、様々な方々の協力は不可欠です。
よってこの活動を定期的に発行する広報紙
による発信を通して、本活動への理解と参
画を促す。

3 協働性に関して

　家族以外で日常的に子どもたちと接触の
ある、学校や地域組織などとの協働は欠か
せないと考えている。また、ボランティア
グループやＮＰＯとの協働も視野にいれて
おり、お互いの強みを活かした運営を図っ
ていきたい。

4
継続性に関して

(2年間の資金見通し等)

現在、運営資金や食材を寄付頂けるよう
様々な所にＳＮＳ等を通じてアプローチし
ており、数人の方からは次年度より寄付す
ると確約をいただいている。よって次年度
からはこの助成金が無くなっても継続した
運営が可能であると考える。

5 発展性に関して

今後、活動を通して子どもや家庭のニーズ
を把握する中で、例えば、学校の授業につ
いていけないという課題があれば学習の
サーポートを考えるなど、一つの枠に捕ら
われないその時々のニーズに応じた柔軟な
対応を図っていく。
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